
コルゲート管の耐久性について 
１．耐圧性 

耐圧性として、盛土荷重に対する管の安定を検討する。 
管材カタログからの抜粋（下図参照）により、T-25荷重が作用した場合の土被りは、 
 φ300：約５１ｍまでの土被りが可能。（残土処理場 最大土被り約３０ｍ） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．耐薬品性 
現地調査より算出した硫酸イオンより硫酸の濃度を算出した。 
管材カタログからの抜粋（下表参照）により、硫酸濃度は１０％でも使用可能。 
硫酸濃度（実測値）＝０.１５６％＜１０％ -------- ＯＫ 

 
 
 
 
 
 

 
３．耐寒性 
   コルゲート管は耐寒性に優れるポリエチレン樹脂を使用しているため、塩ビ管のように低温で

割れることがない。また、現場は既に地中に埋設されており、耐寒性に配慮する低温にはならな

いことより、耐寒性は問題ないと言える。 
 
４．耐震性 

コルゲート管は地中構造物であり、しかも可とう性に優れているため、土中の変位に追随し管

自体に大きな地震力は作用しない構造であることより、耐震性は問題ないと言える。 
 
５．耐久性 
   管材メーカーヒヤリング結果を総合的に評価すると、コルゲート管はポリエチレン樹脂を主材

料として成形したものであり、耐蝕性、耐薬品性に優れているため、耐久性は無限相当との評価

をしている。 
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許容土被り（逆突出型）（Ｔ－２５ｔｏｎ） 

 

 

 


